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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】組み立て作業性を向上したレンズ装置を提供す
る。
【解決手段】レンズ装置は、一方の面４４と、当該一方
の面４４の一部に設けられるとともに光学作用面６０を
有した凹部４４Ａと、を有するレンズと、レンズの一方
の面４４を支持する支持面４７を有する支持部４１と、
一方の面４４の凹部以外の箇所４４Ｂと支持部４１との
間に介在されるとともに凹部以外の箇所４４Ｂと支持部
４１とを接着する接着剤４２と、支持部４１に設けられ
るとともに、凹部以外の箇所４４Ｂと支持部４１との間
から溢れた接着剤４２を溜めることができる溜め部４８
と、支持部４１に設けられるとともに、硬化前の接着剤
４２を溜め部４８に誘引できる誘引手段と、を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方の面と、当該一方の面の一部に設けられるとともに光学作用面を有した凹部と、を
有するレンズと、
　前記レンズの前記一方の面を支持する支持面を有する支持部と、
　前記一方の面の前記凹部以外の箇所と前記支持部との間に介在されるとともに前記凹部
以外の箇所と前記支持部とを接着する接着剤と、
　前記支持部に設けられるとともに、前記凹部以外の箇所と前記支持部との間から溢れた
接着剤を溜めることができる溜め部と、
　前記支持部に設けられるとともに、硬化前の前記接着剤を前記溜め部に誘引できる誘引
手段と、
　を備えるレンズ装置。
【請求項２】
　前記誘引手段は、前記支持面から起立するように前記溜め部に隣接して設けられる壁部
である請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項３】
　前記壁部から前記支持面と平行に延びた部分を備え、
　前記溜め部は、前記支持面と平行に延びた部分と、前記支持面との間に設けられる請求
項２に記載のレンズ装置。
【請求項４】
　前記壁部には、前記接着剤の量を確認するための指標が設けられる請求項２に記載のレ
ンズ装置。
【請求項５】
　前記誘引手段は、前記支持面から窪んで設けられる請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項６】
　前記誘引手段は、前記支持面上で前記凹部に対向する位置に設けられる第１表面処理部
を含み、前記第１表面処理部は、前記凹部よりも前記接着剤に対する親和性が高い請求項
１に記載のレンズ装置。
【請求項７】
　前記誘引手段は、前記凹部に設けられる第２表面処理部を含み、前記第２表面処理部は
、前記支持面よりも前記接着剤に対する親和性が低い請求項６に記載のレンズ装置。
【請求項８】
　前記誘引手段は、前記支持面上で前記凹部に対向する位置に設けられる第１表面処理部
を含み、前記第１表面処理部は、前記凹部よりも表面粗さが大きい請求項１に記載のレン
ズ装置。
【請求項９】
　前記誘引手段は、前記凹部に対向する位置に開口した第１端部と、前記凹部内の空気を
吸引できる吸引手段を取り付け可能な第２端部と、前記第１端部と前記第２端部とを接続
した管状の部分と、を備える請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項１０】
　前記レンズの前記一方の面とは反対側の他方の面に取り付けられる他のレンズを備える
請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項１１】
　前記誘引手段は、前記支持面から隆起して前記支持面に対して斜めになった部分を有す
る隆起部であり、
　前記支持面と前記誘引手段の斜めになった部分とがなす角度は、前記凹部の前記支持面
と対向する部分と前記支持面とがなす角度よりも小さい請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項１２】
　前記支持部は、前記誘引手段の前記支持面に対して斜めになった部分から凹んだ凹み部
を有する請求項１１に記載のレンズ装置。
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【請求項１３】
　請求項１に記載のレンズ装置を備える内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体に挿入されて被検体内部を観察できるレンズ装置および内視鏡に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　接着剤を利用して枠部材に対してレンズを固定した構造が特許文献１に開示されている
。この固定構造では、枠部材に接着だまりを設けて、レンズ面に接着剤がはみ出してしま
うことを防止している。
【０００３】
　より具体的には、上記の固定構造において、枠部材と遮光部材とは、この遮光部材を枠
部材に嵌入して接着剤により接合される。また、枠部材と第１のレンズとは、この枠部材
と第１のレンズとの隙間より第１の接着だまりまで接着剤を流入して水密に接合される。
さらに、枠部材と第２のレンズとはこの枠部材と第２のレンズとの隙間より第２の接着だ
まりまで接着剤を流入して水密に接合される。
【０００４】
　第１の接着だまりおよび第２の接着だまりは、レンズに対して軸方向に形成されるので
加工が容易となっている。このため、枠部材に対するレンズの接着強度および水密性を高
めることができ、視野くもりが効果的に防止されるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－１１３５４２号公報
【特許文献２】特許第４９５５８３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　内視鏡には、例えば特許文献２に示されるように、管腔内の前方を観察できるレンズだ
けでなく、管腔内の側方を観察できる側方観察用レンズを備えたものが存在する。この側
方観察用レンズは、レンズの外周面が観察面となるために、本体に対して取り付ける際に
接着面として利用できる部分が小さい。そして、側方観察用レンズの内面側には、光学作
用面が設けられるため、接着剤が側方観察用レンズの内側にはみ出した場合には、製品と
して使い物にならなくなる。このため、接着面に対する接着剤の塗布には、作業者に熟練
が必要だったり、或いは高額のディスペンサが必要となったりする。
【０００７】
　本発明の目的は、組み立て作業性を向上できるとともに製品の歩留まりを向上できるレ
ンズ装置および内視鏡を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するため、本発明の一つの形態に係るレンズ装置は、一方の面と、当該
一方の面の一部に設けられるとともに光学作用面を有した凹部と、を有するレンズと、前
記レンズの前記一方の面を支持する支持面を有する支持部と、前記一方の面の前記凹部以
外の箇所と前記支持部との間に介在されるとともに前記凹部以外の箇所と前記支持部とを
接着する接着剤と、前記支持部に設けられるとともに、前記凹部以外の箇所と前記支持部
との間から溢れた接着剤を溜めることができる溜め部と、前記支持部に設けられるととも
に、硬化前の前記接着剤を前記溜め部に誘引できる誘引手段と、を備える。
【発明の効果】
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【０００９】
　上記の構成によれば、組み立て作業性を向上したレンズ装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、第１実施形態のレンズ装置を有する内視鏡を示した側面図である。
【図２】図２は、図１に示す内視鏡の先端部周りを拡大して示した斜視図である。
【図３】図３は、図２に示す先端部の一部を切断して示す断面図である。
【図４】図４は、図３に示す先端部の支持部周りを拡大して示す断面図である。
【図５】図５は、図４に示す先端部の第１突出部の組み立て工程を示す断面図である。
【図６】図６は、図５に示す第１突出部の組み立て工程の次の工程を示す断面図である。
【図７】図７は、第２実施形態のレンズ装置を有する内視鏡を示した断面図である。
【図８】図８は、第３実施形態のレンズ装置を有する内視鏡を示した断面図である。
【図９】図９は、第４実施形態のレンズ装置を有する内視鏡を示した断面図である。
【図１０】図１０は、第５実施形態のレンズ装置を有する内視鏡を示した断面図である。
【図１１】図１１は、第６実施形態のレンズ装置を有する内視鏡を示した断面図である。
【図１２】図１２は、第７実施形態のレンズ装置を有する内視鏡を示した断面図である。
【図１３】図１３は、第８実施形態のレンズ装置を有する内視鏡を示した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１から図６を参照して、第１実施形態のレンズ装置を有する内視鏡について説明する
。
【００１２】
　図１に示すように、内視鏡１１は、可撓性を有する細長い挿入部１２と、挿入部１２の
基端部に設けられた操作部１３と、を備える。
【００１３】
　操作部１３は、操作部本体１４と、ユニバーサルコード１５とを備えている。ユニバー
サルコード１５は、操作部本体１４から挿入部１２と交差する方向に延出されている。ユ
ニバーサルコード１５は、光源装置に着脱可能なライトガイドコネクタと、ビデオプロセ
ッサに着脱可能な電気コネクタ１６と、を備えている。ライトガイドコネクタを介して、
内視鏡は光源装置に接続される。また、電気コネクタ１６を介して内視鏡はビデオプロセ
ッサに接続される。ビデオプロセッサには、モニタが接続される。
【００１４】
　操作部本体１４には、湾曲部２２を湾曲させるためのＵＤ（Up, Down）操作ノブと、Ｒ
Ｌ（Right, Left）操作ノブが同軸上に重ねて配置された湾曲操作ノブ１７が設けられて
いる。術者が湾曲操作ノブ１７を操作することで、後述する湾曲部２２の各関節に接続さ
れたワイヤが牽引されて所望の方向に曲げたり伸ばしたりできる。また、操作部本体１４
には、スイッチ部１８が設けられていてもよい。このスイッチ部１８には、例えば、後述
する第１ノズル３５および第２ノズル３７から水を排出する際に使用する送水スイッチな
どが含まれている。
【００１５】
　挿入部１２は、先端側から基端側（操作部側）に向かって、先端部２１（硬質部）と、
湾曲部２２と、可撓部２３と、を有している。
【００１６】
　湾曲部２２は、図示しない多数の金属製の節輪が順次、径方向で９０度ずれて、互いに
回動可能に連結された複数の関節により湾曲機構が構成され、さらに、柔軟性を有するシ
ート状部材により水密に被覆されている。湾曲部２２は、操作部１３の湾曲操作ノブ１７
の操作によって、予め定めたワイヤが牽引されて関節間で湾曲し、所望の方向に曲げるこ
とができる。
【００１７】
　図２に示すように、先端部２１には、先端面２４と、先端面２４から突出した第１突出
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部２５および第２突出部２６と、が設けられている。第１突出部２５および第２突出部２
６は、一部で連続しており、先端面２４と一体的に設けられている。先端部２１は、例え
ば樹脂製のケース２７等でその全体が水密に覆われている。
【００１８】
　先端面２４には、第２の前方照明用レンズ３１と、先端部２１に処置具を通すための開
口３２と、が設けられている。
【００１９】
　第２突出部２６には、第１の前方照明用レンズ３３と、前方観察用レンズ３４を洗浄す
るための水を供給する第１ノズル３５と、側方観察用レンズ３６を洗浄するための水を供
給する第２ノズル３７と、が設けられている。
【００２０】
　第１突出部２５は、レンズ装置の一例であり、複数のレンズを含んで構成されている。
すなわち、図３、図４に示すように、第１突出部２５には、前方観察用レンズ３４と、前
方観察用レンズ３４を支持する枠部３８と、側方観察用レンズ３６と、側方観察用レンズ
３６を支持する支持部４１と、側方観察用レンズ３６と支持部４１との間に介在される接
着剤４２と、側方照明用レンズ４３（図２参照）と、が設けられている。枠部３８は、円
筒形状をなしており、内側に前方観察用レンズ３４を保持している。第１の前方照明用レ
ンズ３３、第２の前方照明用レンズ３１、および側方照明用レンズ４３には、挿入部１２
および操作部１３のほぼ全長にわたって内部に通されたライトガイドを介して光源装置か
らの光が伝達される。前方観察用レンズ３４は、例えばガラス等の材質で、円盤形状をな
している。
【００２１】
　側方観察用レンズ３６（レンズ）は、例えばガラス等の材質で形成され、例えば円柱形
状や円錐形状に形成されている。側方観察用レンズ３６は、一方の面４４と、一方の面４
４の一部に設けられる半球状に窪んだ凹部４４Ａと、一方の面４４とは反対側の他方の面
４５と、を有している。凹部４４Ａの一部には、光学作用面６０が設けられており、当該
部分でレンズの光学作用を発揮できる。他方の面４５には、枠部３８を介して前方観察用
レンズ３４（他のレンズ）が接着される。
【００２２】
　接着剤４２は、側方観察用レンズ３６の一方の面４４の凹部以外の箇所４４Ｂと、支持
部４１（支持面４７）との間に介在される。接着剤４２は、側方観察用レンズ３６を支持
部４１に対して強固に固定（接着）することができる。支持部４１（支持面４７）の直径
は、一例として、５～９ｍｍである。
【００２３】
　図３、図４に示すように、支持部４１は、略円盤形状の本体部分４６と、本体部分４６
に設けられて側方観察用レンズ３６の一方の面４４を支持する支持面４７と、支持面４７
の中央寄りの部分に設けられた溜め部４８と、支持面４７から起立した壁部５１と、本体
部分４６の外周部から立ち上がるように設けられた枠状部５２と、を備えている。壁部５
１は、硬化前の接着剤４２を表面張力により溜め部４８に誘引できる誘引手段の一例であ
り、支持面４７と交差する方向に突出している。支持面４７上で、壁部５１に隣接した位
置に溜め部４８が設けられている。溜め部４８は、一方の面４４の凹部以外の箇所４４Ｂ
と支持部４１との間から溢れた接着剤４２を溜めることができる。壁部５１の内側には、
フィルター部材５３が固定されている。
【００２４】
　支持部４１（レンズ枠）は、本体部分４６に設けられて凹部４４Ａに対向する位置に開
口した第１端部５４と、第１端部５４とは反対側に設けられる第２端部５５と、第１端部
５４と第２端部５５とを接続した管状の部分５６と、を備えている。管状の部分５６は、
本体部分４６を貫通するように設けられており、一部が壁部５１を兼ねている。支持部４
１とケース２７との間には、これらを互いに固定するための保持部材５７が介在されてい
る。
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【００２５】
　管状の部分５６の内側には、複数のレンズ５８が取り付けられている。すなわち、支持
部４１は、複数のレンズ５８を支持するレンズ枠を兼ねている。また、複数のレンズ５８
の後方（操作部側）には、前方観察用レンズ３４および側方観察用レンズ３６から取り込
んだ像を撮像する撮像素子６１が設けられている。撮像素子６１は、挿入部１２および操
作部１３の内側に通された信号ケーブルを介してビデオプロセッサと電気的に接続されて
いる。
【００２６】
　続いて、図５、図６を参照して第１実施形態の内視鏡のレンズ装置部分の製造工程につ
いて説明する。図５に示すように、水平な作業台上に置いた支持部に対して、人の手或い
はディスペンサによって接着剤４２を円形或いは間欠的な円形に塗布する。そして、図６
に示すように、側方観察用レンズ３６を上方から押し付けて支持部４１の支持面４７に側
方観察用レンズ３６を接着する。このとき、接着剤４２が側方観察用レンズ３６と支持部
４１（支持面４７）とを接着している部分の幅は、一例として、１ｍｍ～２ｍｍである。
支持面４７と側方観察用レンズ３６との間から支持部４１の中央側に溢れた接着剤４２は
、支持面４７を水平方向に伝わり、壁部５１に接して保持される。壁部５１に接した接着
剤４２は、表面張力により接着剤４２を引き寄せ、接着剤４２は溜め部４８に溜まる。支
持面４７と側方観察用レンズ３６との間から外側に溢れた接着剤Ｂは、硬化する前に作業
者によって布等で拭き取られる。さらに、側方観察用レンズ３６の他方の面４５に前方観
察用レンズ３４および枠部３８を接着して、レンズ装置部分の組み立てが完了する。
【００２７】
　第１実施形態によれば、レンズ装置は、一方の面４４と、当該一方の面４４の一部に設
けられるとともに光学作用面６０を有した凹部４４Ａと、を有するレンズと、レンズの一
方の面４４を支持する支持面４７を有する支持部４１と、一方の面４４の凹部４４Ａ以外
の箇所と支持部４１との間に介在されるとともに凹部４４Ａ以外の箇所と支持部４１とを
接着する接着剤４２と、支持部４１に設けられるとともに、凹部以外の箇所４４Ｂと支持
部４１との間から溢れた接着剤４２を溜めることができる溜め部４８と、支持部４１に設
けられるとともに、硬化前の接着剤４２を溜め部４８に誘引できる誘引手段と、を有する
。
【００２８】
　この構成によれば、支持部４１に接着剤４２の溜め部４８が設けられるため、接着剤４
２のレンズへの流出を防止できる。これによって、接着剤４２が、光学作用面６０に付着
することを防止できる。また、従来では接着剤４２を光学作用面６０に回りこませないよ
うにするために、接着剤４２の塗布量を塗布制御装置或いはディスペンサなど用いて調整
する必要があったが、本実施形態によれば、それら高額な塗布制御装置等が必要ない。ま
た、接着剤４２の塗布量を調整するために、接着剤４２の粘性を管理をしなければならな
い等、製造工程に手間が掛かっていたが、本実施形態によれば製造時の手間を低減してコ
ストを削減できる。さらに、上記構成によれば、レンズと支持部４１との間に十分な量の
接着剤４２を供給できるため、本体部分４６の外周部から立ち上がる枠状部５２の高さを
小さくしてもレンズ５８が支持部４１から脱落する恐れがない。このため、レンズで視認
できる視野を広く確保することができ、硬質部（先端部２１）を小さくして使い勝手のよ
い内視鏡１１を提供することができる。
【００２９】
　また、誘引手段は、支持面４７から起立するように溜め部４８に隣接して設けられる壁
部５１である。この構成によれば、溜め部４８に確実に接着剤４２を留めることができ、
硬化前の接着剤４２が光学作用面６０等、意図しない部分に付着してしまうことを防止で
きる。
【００３０】
　続いて図７を参照して、内視鏡の第２実施形態について説明する。主として第１実施形
態と異なる部分（第１突出部２５、レンズ装置）について説明し、第１実施形態と共通す
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る部分については図示を省略するか或いは説明を省略する。
【００３１】
　支持部４１は、本体部分４６と、本体部分４６に設けられて側方観察用レンズ３６を支
持する支持面４７と、支持面４７の中央寄りの部分に設けられた溜め部４８と、支持面４
７から起立した壁部５１と、壁部５１から支持面と平行に延びた部分６２（かえし部分）
と、本体部分４６の外周部から立ち上がるように設けられた枠状部５２と、を備えている
。壁部５１は、硬化前の接着剤を表面張力により溜め部４８に誘引できる誘引手段の一例
であり、支持面４７と交差する方向に突出している。
【００３２】
　壁部５１に隣接した位置で、支持面４７と平行に延びた部分６２と支持面４７との間の
位置に、溜め部４８が設けられている。支持面と平行に延びた部分６２（かえし部分）は
、壁部５１から延びて側方観察用レンズ３６の凹部４４Ａの近傍にまで至っている。言い
換えると、支持面と平行に延びた部分６２（かえし部分）は、支持面４７側から側方観察
用レンズ３６の光学作用面６０を仕切るように延びている。
【００３３】
　本実施形態において、側方観察用レンズ３６と支持部４１との間から溢れた接着剤４２
は、溜め部４８内において保持される。
【００３４】
　支持面と平行に延びた部分６２は、接着剤４２の量を確認するために壁部５１に設けら
れた指標を兼ねている。組み立てを行う作業者は、支持面４７と平行に延びた部分６２を
目安にして支持部４１に塗布された接着剤４２の量が適正か否かを判断できる。なお、指
標の形成方法としては、これに限定されるものではない。指標は、様々な態様で実現する
ことができる。例えば、接着剤４２の色（例えば、黒色）とは異なる色（例えば、黄色、
白色、赤色）等によって壁部５１の外周部を塗装して指標としてもよい。或いは、壁部５
１の外周部に目盛となる１又は複数の線を設けて、当該線を指標としてもよい。さらに、
支持面４７と平行に延びた部分６２に代えて、その位置で壁部５１の一部に面取り部を形
成し、この面取り部を指標としてもよい。
【００３５】
　本実施形態によれば、レンズ装置は、壁部５１から支持面４７と平行に延びた部分６２
を備え、溜め部４８は、支持面４７と平行に延びた部分６２と、支持面４７との間に設け
られる。この構成によれば、支持面４７と平行に延びた部分６２によって、硬化前の接着
剤４２をより確実に溜め部４８内に保持することができる。これによって、接着剤４２が
レンズの凹部４４Ａ内に付着してしまうことを極力防止できる。
【００３６】
　また、壁部５１には、接着剤４２の量を確認するための指標が設けられる。この構成に
よれば、接着剤４２が指標の位置を上回る場合には、作業者が接着剤４２の量が多すぎる
と判断することができ、組み立て時の作業性を向上できる。同様に、指標の位置まで接着
剤４２が到達している場合には、レンズと支持部４１との間に十分な量の接着剤４２が充
填されていると判断することもでき、指標の位置まで接着剤４２が明らかに到達していな
いときは接着剤４２の量が少なすぎると判断することもでき、作業性を向上できるととも
にレンズの接着不良等を生ずることを防止できる。
【００３７】
　なお、本実施形態では、支持面と平行に延びた部分６２（かえし部分）を設けて、これ
に対応する位置に溜め部４８を設けているが、以下の形状でもよい。すなわち、壁部５１
の外周面から中央側に向けて窪んだ窪みを設けて、当該窪みを溜め部４８として形成して
も同じ構造を実現できる。
【００３８】
　続いて図８を参照して、内視鏡の第３実施形態について説明する。主として第１実施形
態と異なる部分（第１突出部２５、レンズ装置）について説明し、第１実施形態と共通す
る部分については図示を省略するか或いは説明を省略する。
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【００３９】
　支持部４１は、略円盤形状の本体部分４６と、本体部分４６に設けられて側方観察用レ
ンズ３６を支持する支持面４７と、支持面４７の中央寄りの部分に設けられて支持面４７
から窪んだ窪み部７１と、窪み部７１内に設けられる溜め部４８と、支持面４７から起立
した壁部５１と、本体部分４６の外周部から立ち上がるように設けられた枠状部５２と、
を備えている。壁部５１は、支持面４７と交差する方向に突出している。支持面４７上で
、壁部５１に隣接した位置に窪み部７１および溜め部４８が設けられている。窪み部７１
は、硬化前の接着剤４２を表面張力により溜め部４８に誘引できる誘引手段の一例である
。
【００４０】
　支持部４１（レンズ枠）は、本体部分４６に設けられて凹部４４Ａに対向する位置に開
口した第１端部５４と、第１端部５４とは反対側に設けられる第２端部５５と、第１端部
５４と第２端部５５とを接続した管状の部分５６と、を備えている。管状の部分５６は、
本体部分４６を貫通するように設けられている。
【００４１】
　本実施形態の内視鏡は、図５、図６と同様な製造工程で製造され、支持面４７と側方観
察用レンズ３６との間から支持部４１の中央側に溢れた接着剤４２は、重力によって窪み
部７１に誘引される。本実施形態において、側方観察用レンズ３６と支持部４１との間か
ら溢れた接着剤４２は、窪み部７１（溜め部４８）内において保持される。
【００４２】
　本実施形態によれば、誘引手段は、支持面４７から窪んで設けられる。この構成によれ
ば、硬化前の接着剤４２を支持面４７から窪んだ窪み部７１内に保持することができ、意
図せず接着剤４２が反動方向であるレンズの凹部４４Ａ内に付着してしまうことを防止で
きる。
【００４３】
　続いて図９を参照して、内視鏡の第４実施形態について説明する。主として第１実施形
態と異なる部分（第１突出部２５、レンズ装置）について説明し、第１実施形態と共通す
る部分については図示を省略するか或いは説明を省略する。
【００４４】
　支持部４１は、略円盤形状の本体部分４６と、本体部分４６に設けられて側方観察用レ
ンズ３６を支持する支持面４７と、支持面４７の中央寄りの部分に設けられた溜め部４８
と、支持面４７から起立した壁部５１と、本体部分４６の外周部から立ち上がるように設
けられた枠状部５２と、を備えている。壁部５１は、支持面４７と交差する方向に突出し
ている。支持面４７上で壁部５１に隣接した位置には、溜め部４８が設けられる。また、
支持面４７上で側方観察用レンズ３６の凹部４４Ａに対向する位置には、第１表面処理部
８１が設けられている。第１表面処理部８１は、硬化前の接着剤４２を溜め部４８に誘引
できる誘引手段に含まれる。
【００４５】
　第１表面処理部８１は、例えば、接着剤４２に対して親和性が高くなるコーティング（
親水性コーティング）を支持面４７に施して形成される。この親和性が高くなるコーティ
ングとしては、様々な材料を用いることができ、例えば、光触媒粒子を含有した光触媒性
コーティング材や、シリコン系のコーティング材を用いることができる。なお、親和性が
高い（親水性）とは、接着剤４２に対してぬれ性が高いことであり、ここでいう接着剤４
２は水性接着剤に限定されず、例えば、溶剤型接着剤或いはその他の種類の接着剤に対し
てぬれ性を高くすることをいう。第１表面処理部８１は、側方観察用レンズ３６の凹部４
４Ａよりも、接着剤４２に対する親和性が高くなっている。
【００４６】
　側方観察用レンズ３６の凹部４４Ａには、光学作用面６０の外側に第２表面処理部８２
が設けられている。第２表面処理部８２は、硬化前の接着剤４２を溜め部４８に誘引でき
る誘引手段に含まれる。第２表面処理部８２は、凹部４４Ａの光学作用面６０の外側に設
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けられている。第２表面処理部８２は、支持面４７或いは第１表面処理部８１よりも接着
剤４２に対する親和性が低くなっている。
【００４７】
　第２表面処理部８２は、接着剤４２に対して親和性が低くなるコーティング（撥水性コ
ーティング）を施して形成される。この親和性が低くなるコーティングとしては、様々な
材料を用いることができ、例えば、フッ素コーティング材や、その他のコーティング材を
用いることができる。なお、親和性が低い（撥水性）とは、接着剤４２に対してぬれ性が
低いことであり、ここでいう接着剤４２は水性接着剤に限定されず、例えば、溶剤型接着
剤或いはその他の種類の接着剤に対してぬれ性を低くすることをいう。
【００４８】
　本実施形態によれば、誘引手段は、支持面４７上で凹部４４Ａに対向する位置に設けら
れる第１表面処理部８１を含み、第１表面処理部８１は、凹部４４Ａよりも接着剤４２に
対する親和性が高い。この構成によれば、接着剤４２をできるだけ支持面４７側に留める
ことができ、接着剤４２がレンズの凹部４４Ａ側に付着して、製品として使い物にならな
くなる事態が発生することを防止できる。
【００４９】
　また、誘引手段は、凹部４４Ａに設けられる第２表面処理部８２を含み、第２表面処理
部８２は、支持面４７よりも接着剤４２に対する親和性が低い。この構成によれば、接着
剤４２がレンズの凹部４４Ａ側に付着する危険性をさらに低減して、製品の歩留まりを向
上できる。
【００５０】
　続いて図１０を参照して、内視鏡の第５実施形態について説明する。主として第１実施
形態と異なる部分（第１突出部２５、レンズ装置）について説明し、第１実施形態と共通
する部分については図示を省略するか或いは説明を省略する。
【００５１】
　支持部４１は、略円盤形状の本体部分４６と、本体部分４６に設けられて側方観察用レ
ンズ３６を支持する支持面４７と、支持面４７の中央寄りの部分に設けられた溜め部４８
と、支持面４７から起立した壁部５１と、本体部分４６の外周部から立ち上がるように設
けられた枠状部５２と、を備えている。壁部５１は、支持面４７と交差する方向に突出し
ている。支持面４７上で壁部５１に隣接した位置は、溜め部４８を構成している。また、
支持面４７上で側方観察用レンズ３６の凹部４４Ａに対向する位置には、第１表面処理部
８１が設けられている。第１表面処理部８１は、硬化前の接着剤４２を表面張力により溜
め部４８に誘引できる誘引手段の一例である。
【００５２】
　第１表面処理部８１は、例えば、支持面４７の表面粗さを大きくする（粗くする）よう
に表面処理を行って形成される。表面粗さを大きくする表面処理としては、例えばサンド
ブラスト（ショットブラスト）等の機械加工を使用することができるが、その他の機械加
工を利用することもできる。第１表面処理部８１は、側方観察用レンズ３６の凹部４４Ａ
よりも、表面粗さが大きくなっている。一般に、表面粗さが小さい方が撥水効果が大きく
、表面エネルギーが大きい。そのため、接着剤４２は表面粗さが大きい第１表面処理部８
１の方に流動する。また、第１表面処理部８１の表面粗さＲａは、例えば、０．２～３２
の範囲内の値に設定される。また、側方観察用レンズ３６の凹部４４Ａの表面粗さＲａは
、第１表面処理部８１の表面粗さＲａ以下である。このため、第１表面処理部８１は、側
方観察用レンズ３６の凹部４４Ａよりも、接着剤４２に対する親和性が高くなっている。
【００５３】
　ガラス等の材質で形成される側方観察用レンズ３６は、光学作用面６０を含む凹部４４
Ａについても通常、研磨処理されている。このため、凹部４４Ａは、支持面４７の第１表
面処理部８１よりも表面粗さが小さくなっている。よって、凹部４４Ａは、第１表面処理
部８１よりも、接着剤４２に対する親和性が低い。
【００５４】
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　なお、本実施形態では、側方観察用レンズ３６の凹部４４Ａには、特段の処理を行って
いないが、図１０に示すように、さらに研磨処理を行って、凹部４４Ａの他の部分よりも
表面粗さをより一層小さくした第２表面処理部８２を凹部４４Ａ内に設けてもよい。この
とき、第２表面処理部８２は、例えば、凹部４４Ａの光学作用面６０の外側に設けられる
。
【００５５】
　本実施形態によれば、誘引手段は、支持面４７上で凹部４４Ａに対向する位置に設けら
れる第１表面処理部８１を含み、第１表面処理部８１は、凹部４４Ａよりも表面粗さが大
きい。この構成によれば、支持面４７側で接着剤４２に対する親和性を高くして、接着剤
４２がレンズ５８の凹部４４Ａ側に付着する危険性を低減できる。
【００５６】
　続いて図１１を参照して、内視鏡の第６実施形態について説明する。主として第１実施
形態と異なる部分（第１突出部２５、レンズ装置）について説明し、第１実施形態と共通
する部分については図示を省略するか或いは説明を省略する。
【００５７】
　支持部４１は、略円盤形状の本体部分４６と、本体部分４６に設けられて側方観察用レ
ンズ３６を支持する支持面４７と、支持面４７の中央寄りの部分に設けられた溜め部４８
と、支持面４７から起立した壁部５１と、本体部分４６の外周部から立ち上がるように設
けられた枠状部５２と、を備えている。壁部５１は、支持面４７と交差する方向に突出し
ている。支持面４７上で、壁部５１に隣接した位置が溜め部４８を構成している。
【００５８】
　支持部４１（レンズ枠）は、本体部分４６に設けられて凹部４４Ａに対向する位置に開
口した第１端部５４と、第１端部５４とは反対側に設けられる第２端部５５と、第１端部
５４と第２端部５５とを接続した管状の部分５６と、を備えている。管状の部分５６は、
本体部分４６を貫通するように設けられており、一部が壁部５１を兼ねている。支持部４
１とケース２７との間には、これらを互いに固定するための保持部材５７が介在されてい
る。第１端部５４、第２端部５５、および管状の部分５６は、硬化前の接着剤４２を表面
張力により溜め部４８に誘引できる誘引手段の一例である。
【００５９】
　第２端部５５には、凹部４４Ａ内の空気を吸引できる吸引手段９１が取り付け可能にな
っている。吸引手段９１は、凹部４４Ａ内の空気を吸引することで、接着剤４２を壁部５
１側に引き寄せることができる。
【００６０】
　本実施形態によれば、誘引手段は、凹部４４Ａに対向する位置に開口した第１端部５４
と、凹部４４Ａ内の空気を吸引できる吸引手段９１を取り付け可能な第２端部５５と、第
１端部５４と第２端部５５とを接続した管状の部分５６と、を備える。この構成によれば
、第２端部５５を介して凹部４４Ａ内の空気を吸引できるため、接着剤４２を壁部５１側
に吸い寄せることができる。これによって、硬化前の接着剤４２を壁部５１に保持するこ
とができ、接着剤４２が意図せず凹部４４Ａに付着してしまうことを防止できる。
【００６１】
　続いて図１２を参照して、内視鏡の第７実施形態について説明する。主として第１実施
形態と異なる部分（第１突出部２５、レンズ装置）について説明し、第１実施形態と共通
する部分については図示を省略するか或いは説明を省略する。
【００６２】
　支持部４１は、略円盤形状の本体部分４６と、本体部分４６に設けられて側方観察用レ
ンズ３６を支持する支持面４７と、支持面４７の中央寄りの部分に設けられた溜め部４８
と、支持面４７から起立した壁部５１と、を備えている。壁部５１は、硬化前の接着剤４
２を表面張力により溜め部４８に誘引できる誘引手段の一例であり、支持面４７と交差す
る方向に突出している。支持面４７上で、壁部５１に隣接した位置が溜め部４８を構成し
ている。支持部４１の支持面４７側は、壁部５１を除いて略平坦な形状をなしている。壁
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部５１の内側には、フィルター部材５３が固定されている。なお、本実施形態では、本体
部分４６の外周部に枠状部は設けられていない。
【００６３】
　支持部４１（レンズ枠）は、本体部分に設けられて凹部４４Ａに対向する位置に開口し
た第１端部５４と、第１端部５４とは反対側に設けられる第２端部５５と、第１端部５４
と第２端部５５とを接続した管状の部分５６と、を備えている。管状の部分５６は、本体
部分４６を貫通するように設けられており、一部が壁部５１を兼ねている。支持部４１と
ケース２７との間には、これらを互いに固定するための保持部材５７が介在されている。
【００６４】
　側方観察用レンズ３６（レンズ）は、例えばガラス等の材質で形成され、例えば略円錐
台形状に形成されている。側方観察用レンズ３６は、一方の面４４と、一方の面４４の一
部に半球状に窪んで設けられる凹部４４Ａと、一方の面４４とは反対側の他方の面４５と
、を有している。他方の面４５には、凸部１０１が設けられている、この凸部１０１に対
して前方観察用レンズ３４を支持する枠部３８が取り付けられる。凹部４４Ａの一部には
、光学作用面６０が設けられており、当該部分でレンズの光学作用を発揮できる。
【００６５】
　本実施形態によれば、支持部４１の支持面４７側は、壁部５１を除いて略平坦な形状を
なしているため、側方観察用レンズ（レンズ）３６の視野を広く確保することができる。
また、壁部５１によって、硬化前の接着剤４２を表面張力により、より確実に溜め部４８
内に保持することができる。
【００６６】
　続いて図１３を参照して、内視鏡の第８実施形態について説明する。主として第７実施
形態と異なる部分（第１突出部２５、レンズ装置）について説明し、第７実施形態と共通
する部分については図示を省略するか或いは説明を省略する。
【００６７】
　支持部４１は、略円盤形状の本体部分４６と、本体部分４６に設けられて側方観察用レ
ンズ３６を支持する支持面４７と、支持面４７から隆起した隆起部１０２と、を備えてい
る。隆起部１０２は、硬化前の接着剤４２を溜め部４８に誘引できる誘引手段の一例であ
り、支持面４７に対して斜めになった斜面１０３（斜めになった部分）を有する。図１３
に示すように、支持面４７に対して隆起部１０２の斜面１０３がなす角度は、凹部４４Ａ
の支持面４７と対向する部分と支持面４７とがなす角度よりも小さい。支持部４１は、さ
らに、斜面１０３の途中に斜面１０３から窪んだ凹み部１０４を有している。凹み部１０
４の内部は、接着剤４２が溜められる溜め部４８となっており、この凹み部１０４内に硬
化前の接着剤４２を保持することができる。なお、本実施形態では、本体部分４６の外周
部に枠状部は設けられていない。
【００６８】
　本実施形態によれば、誘引手段は、支持面４７から隆起して支持面４７に対して斜めに
なった部分を有する隆起部１０２であり、支持面４７と誘引手段の斜めになった部分とが
なす角度は、凹部４４Ａの支持面４７と対向する部分と支持面４７とがなす角度よりも小
さい。この構成によれば、凹部４４Ａに近い位置で接着剤４２を誘引手段（隆起部）に付
着させ、誘引手段側に引き寄せたうえで、接着剤４２を徐々に広い空間に誘引することが
できる。これによって、側方観察用レンズ３６（レンズ）の凹部４４Ａに接着剤が付着し
てしまう危険性をより一層低減できる。
【００６９】
　また、支持部４１は、誘引手段の支持面４７に対して斜めになった部分から凹んだ凹み
部１０４を有する。この構成によれば、凹み部１０４内に硬化前の接着剤４２を誘引し、
保持することができる。これによって、意図せず接着剤４２が凹部４４Ａに付着してしま
う危険性を低減することができる。
【００７０】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲
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で適宜変形実施することができる。また、上記各実施形態の内視鏡を組み合わせて一つの
内視鏡を構成することもできる。本発明の各実施形態に係る構成によれば、前述の発明の
効果に加えて、接着剤の溢れを抑制するために従来設けなければならなかったレンズ周囲
の枠（枠状部５２）の長さを最低限にすることができるので、内視鏡先端の硬質部分（先
端部２１）の長さが短いまま広い視野が確保できることから、取り回しの良い内視鏡を実
現できることも更なる効果である。
【符号の説明】
【００７１】
１１…内視鏡、２５…第１突出部（レンズ装置）、３６…側方観察用レンズ、４１…支持
部、４２…接着剤、４４…一方の面、４４Ａ…凹部、４４Ｂ…凹部以外の箇所、４７…支
持面、４８…溜め部、５１…壁部、５４…第１端部、５５…第２端部、５６…管状の部分
、６２…支持面と平行に延びた部分、７１…窪み部、８１…第１表面処理部、８２…第２
表面処理部、９１…吸引手段、１０２…隆起部、１０３…斜面、１０４…凹み部

【図１】 【図２】



(13) JP 2014-113369 A 2014.6.26

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】



(14) JP 2014-113369 A 2014.6.26

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(15) JP 2014-113369 A 2014.6.26

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100119976
            弁理士　幸長　保次郎
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100158805
            弁理士　井関　守三
(74)代理人  100172580
            弁理士　赤穂　隆雄
(74)代理人  100179062
            弁理士　井上　正
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(74)代理人  100134290
            弁理士　竹内　将訓
(72)発明者  高橋　毅
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 CA23  DA12 
　　　　 　　  4C161 BB02  BB04  DD03  FF39  FF40  FF47  JJ06  JJ11 



专利名称(译) 镜头装置和内窥镜

公开(公告)号 JP2014113369A 公开(公告)日 2014-06-26

申请号 JP2012270620 申请日 2012-12-11

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 高橋毅

发明人 高橋 毅

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/26

FI分类号 A61B1/00.300.Y G02B23/26.C A61B1/00.715 A61B1/00.731

F-TERM分类号 2H040/CA23 2H040/DA12 4C161/BB02 4C161/BB04 4C161/DD03 4C161/FF39 4C161/FF40 4C161
/FF47 4C161/JJ06 4C161/JJ11

代理人(译) 中村诚
河野直树
井上 正
冈田隆

其他公开文献 JP6099382B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：为了提供一种具有增加的组装可加工性的透镜装置。 支撑
部分41具有支撑表面47，以支撑透镜的一个表面44； 粘合剂42，其夹在
一个表面44的凹部以外的部分44B与支撑部41之间，并且将凹部以外的
部分44B与支撑部41粘接。 储存器48，其设置在支撑部分41上，以储存
从凹部以外的部分44B与支撑部分41之间溢出的粘合剂。 感应装置设置
在支撑部分41上，并且在硬化到储存器48之前可以感应粘合剂42。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6ed59df1-f1b6-42c5-b5f1-2b12826bbd09
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/051170017/publication/JP2014113369A?q=JP2014113369A

